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【内容要旨】（1,200 字以内） 

乳児のスキンケア指導について，施設や看護職者によってスキンケア指導内容が異なっ

ていること，養育者は乳児に対して「泡立てた洗浄剤を使用して，全身を素手で洗い，

洗浄剤をしっかりすすいだ後に保湿ケアを継続する」というエビデンスに基づいたスキ

ンケアを行えておらず，多くの養育者が乳児に対するスキンケアに対して不安，困難感

を有していることが示されている。そのため、養育者がエビデンスに基づいたスキンケ

アができるように看護職者の養育者へのスキンケア指導が重要である。本研究では，施

設や看護職者によってスキンケア指導内容が異なっていることを踏まえ，看護職者の養

育者に対するスキンケア指導の学習意欲を高めるツール開発が必要であると考え、ツー

ル開発のための知見を得るために学習意欲向上の動機づけモデルである ARCS

（Attention（注意・関心），Relevance（関連性），Confidence（自信），Satisfaction

（満足感））モデルに基づき横断研究を行った。対象は、東北地方の保健センター150か

所と分娩取扱施設 151 施設の看護職者 176 名（保健師 74 名（42.0％），助産師 61 名

（34.7％），看護師 40 名（22.7％），准看護師 1 名（0.6％））であり、各施設長宛てに

研究依頼文書を郵送しインターネットを利用した無記名自記式調査を 2023 年 1-3 月に

実施した。研究は山形大学医学部倫理審査委員会（承認番号 2022-225）の承認後に実施

した。その結果，【注意・関心】では、83名（47.2％）の看護職者が定期的に情報のア

ップデートを行っており，「勉強会等に参加したい」または「勉強会にどちらかといえ

ば参加したい」と回答した看護職者は 170名（96.6％）で，ほとんどの看護職者が乳児

のスキンケアの重要性と必要性について認識していた。【関連性】では、スキンケア指

導ツールの存在を知っていたものが 57 名（32.4％）で，スキンケアの学習と指導実践

を，パンフレットや動画のツールが望ましいと考えていた。【自信】では、指導の不安

が「とてもある」もしくは「少しある」と回答したものが 129 名（73.3％）であった。

8割以上の看護職者がスキンケア指導で必要と考える指導内容として「保湿剤の塗り方」，

「皮膚トラブルの対処方法」，「スキンケアの必要性」，「乳児の皮膚の特徴」，「皮膚トラ

ブル時の受診のタイミング」，「洗い方の手技」を選択した。エビデンスに基づいたスキ

ンケアの知識と指導技術獲得には、これらの内容を含める必要性があり、【満足感】で

は、スキンケア指導への満足感は、養育者からの相談に答えられる学習内容であること

が明らかとなった。養育者からの相談内容として最も多かったのは「皮膚トラブルの対

処法」121名（73.3％）であった。

 今後，本研究結果が看護職者のスキンケア指導の学習意欲を高めるツールの開発につ

ながることが期待される。 
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